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（１） 

自
治
会
長 

石
田
武
夫 

 

平
成
二
五
年
度
事
業
計
画
・
予
算 

 
 

 
 

 
 

 
  

及
び
自
治
会
役
員
が
決
定 

! ! 

 

平
成
二
五
年
四
月
一
四
日
、
午
後
八
時
か
ら
自
治
会
館
に
於 

い

て
平
成
二
四
年
度
・二
五
年
度
の
自
治
会
役
員
及
び
代
議
員
各
位

出
席
の
も
と
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
四 

年
度
事
業
実
施
報

告
、
決
算
書
及
び
平
成
二
五
年
度
事
業
計
画 

、
予
算
案
並
び
に
自

治
会
役
員
改
選
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、 

全
て
の
案
件
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
予
算
案
及
び
自
治
会
役
員
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

★
平
成
二
五
年
度
予
算 

     

企業協力金 
   221千円 

  助成金 
 2,488千円 

雑収入 
   810千円 

  自治会費 
 8,013千円 
 

  繰越金 
 1,958千円 

事務受託料 
 1,641千円 

歳入 

★
平
成
二
五
年
度
自
治
会
役
員
名
簿 

・自
治
会
長 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
田 

武
夫 

・自
治
会
副
会
長
兼
上
佐
伯
区
長 

 
  

 

大
石 

慶
明 

・自
治
会
副
会
長
兼
庶
務
・会
計 

 
   

 

美
馬 

俊
男 

・理
事
（
下
佐
伯
区
長
）  

 
 

 
 

 
 
  

 

大
石 

昌
弘 

・理
事
（
天
川
区
長
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
西 

欣
也 

・理
事
（
太
田
区
長
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

奥 
 

 

康
伸 

・理
事
（
鹿
谷
区
長
）                     

 

桂 
 

 

忠
之 

・理
事
（
柿
花
区
長
）                     

 

成
田 

俊
明 

・理
事
（
奥
条
区
長
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

森  

十
紀
人 

・理
事
（
芦
ノ
山
区
長
）                  

 

伊
藤 

繁
治 

・理
事
（
西
佐
伯
区
長
）                  

 

上
岡 

浩
介 

・監
事 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
田 

政
和
（
鹿
谷
区
） 

・監
事 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

西
村 

禎
之
（
奥
条
区
） 

 

    助成金 
 1,040千円 

負担・交付金 
 555千円 

基金積立 
 550千円 

諸経費 
 900千円 

予備費 
538千円 

 役員報酬 
 1,228千円 

  職員給与 
 1,636千円 

    事務費 
 1,550千円 

   管理費 
 1,600千円 

    事業費 
 3,560千円 

歳出 

予
算
総
額
＝
１
３
，
９
２
７
千
円 
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・ひ
え
だ
の
町
子
ど
も
一
一
〇
番
会
議 

 

会
長 

石
田 

武
夫 

・薭
田
野
町
自
主
防
災
会

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
長 

大
石 

慶
明 

・民
生
委
員
・児
童
委
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
佐
伯
地
区
担
当 

 
 
 

大
石 

冨
士
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

下
佐
伯
地
区
担
当 

 
 
 

大
石 

紀
代
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

天
川
地
区
担
当 

 
 
 

 
 

石
田 

冨
美
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

太
田
地
区
担
当 

 
 
 

 
 

堤 

鈴
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

鹿
谷
地
区
担
当 

 
 
 

 
 

竹
岡  

克
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

柿
花
地
区
担
当 

 
 
 

 
 

稲
荷 

千
登
勢 

   
 

 
 

 
 

 

奥
条
地
区
担
当 

 
 
 

 
 

齊
藤 

知
江
子 

   
 

 
 

 
 

 

西
佐
伯
・芦
ノ
山
地
区
担
当 

 

藤
野 

輝
雄 

・薭
田
野
町
青
少
年
育
成
協
議
会

 
 

 
 

 

会
長 

稲
荷 

良
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 平
成
二
五
年
度 

各
種
団
体
長
等
が
決
ま
る 

平
成
二
五
年
度
各
種
団
体
長
等
が
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。 

     

.. 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

初
夏
の
候
、
町
民
各
位
に
お
か
れ
ま
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

て
は
日
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
あ
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
素
は
自
治
会
活
動
に
、
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
度
に
引
き
続
き
自
治
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
石
田
武
夫
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

去
る
四
月
十
四
日
、
自
治
会
総
会
を
開
催
し
、
平
成
二
五
年
度
の
事
業

計
画
・予
算
を
承
認
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
自
治
会
取
組
状
況
・活
動
状
況
並
び
に
各

種
団
体
の
活
動
状
況
等
を
広
く
町
民
各
位
に
広
報
す
る
こ
と
に
よ
り
情

報
の
共
有
化
及
び
協
働
活
動
の
推
進
を
図
る
べ
く
本
年
度
よ
り
広
報
紙 

を
発
行
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

薭
田
野
町
と
し
て
初
め
て
の
試
み
と
な
る
こ
と
か
ら
町
民
に
愛
読
し
て

い
た
だ
く
紙
面
と
な
る
か
、 

い
さ
さ
か
不
安
を
感
じ
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
す
が
皆
様
の
声
を
拝
聴
し
つ
つ
改
善
を
加
え
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
愛
読
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

      

「
ひ
え
だ
の
タ
ウ
ン
タ
イ
ム
ズ
」  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

発
行
に
あ
た
っ
て 

発行責任者：薭田野町自治会 



平成二五年度体育振興会総会開催 

平
成
二
五
年
度 

 

体
育
振
興
会
総
会
開
催 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
月
十
一
日
、
総
会
を
開
催
し
ま
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
。  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内
容
は
、
平
成
二
四
年
度
事
業
報
告
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

決
算
及
び
平
成
二
五
年
度
事
業
計
画
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

予
算
並
び
に
役
員
改
選
に
つ
い
て
、
慎
重 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

審
議
の
結
果
、
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
年
度
も
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【主
な
事
業
計
画
】 

◆
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会  

○
と
き 

一
二
月
二
三
日  

○
場
所 

薭
田

野
小
学
校
体
育
館   

◆
市
体
協
主
催
事
業
へ
の
参
加 

◆
そ
の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

  

 

体
育
振
興
会
総
会
に
お
い
て
、
町
民
運
動
会
の
日
程
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

 
 

◆
平
成
二
五
年
一
〇
月
一
三
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

予
備
日 

一
四
日
（
祝
） 

 

薭
田
野
町
の
皆
さ
ま
が
、
一
同
に
会
す
る
機
会
で
す
。
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
内
容
詳
細
に
つ
い
て
は
、
七
月
か
ら

開
催
予
定
の
実
行
委
員
会
の
承
認
を
経
て
、
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。 

 
平
成
二
五
年
度 

 
 

青
少
協
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
！ 

 

第
一
回
の
廃
品
回
収
が
役
員
の
ご
協
力
の
も
と
、
五
月
一
二
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

み
な
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
？
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
廃
品
が
自
治

会
で
ど
の
よ
う
に
し
て
積
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
を
。 

 

ま
ず
、
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
物
は
、
古
新
聞
・古
雑
誌
・ 

古
着
・ダ
ン
ボ
ー
ル
・ア
ル
ミ
缶
・ス
チ
ー
ル
缶
な
ど
に
分
け
な
が
ら
お

ろ
し
ま
す
。
そ
の
後
、
今
度
は
業
者
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
ま

す
。
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
物
を
そ
の
ま
ま
業
者
の
ト
ラ
ッ
ク
に
積
め

れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
一
度
に
作
業
で
き
る
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
無
い
た
め
、

現
場
で
は
二
度
の
積
み
込
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

な
か
に
は
し
っ
か
り
く
く
ら
れ
て
い
な
い
物
、
き
ち
ん
と
分
別
で
き

て
い
な
い
物
が
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
で
き
な
い
事
も
あ
り
ま
す
。 

 

先
日
は
、
第
一
回
目
か
ら
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
汗
を
か
き
な
が

ら
み
な
さ
ん
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
に
行
わ
れ
る
の
は
七

月
の
予
定
で
す
の
で
、
「今
日
で
こ
ん
な
に
し
ん
ど
か
っ
た
ら
、
夏
の
廃

品
回
収
は
ど
う
な
る
ん
や
～
」と
、
現
場
で
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

業
者
の
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
時
は
、
高
い
所
に
持
ち
上
げ
て
積
み
込

む
の
で
、
男
性
の
方
が
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
の
は
、
本
当
に
助
か
り
ま

す
。 

 

元
は
、
家
庭
ご
み
を
無
く
す
と
い
う
趣
旨
で
始
め
ら
れ
た
廃
品
回

収
も
、
今
で
は
年
に
五
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
み
な
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
収
益
は
、
少
し
で
も

薭
田
野
の

子
供
た
ち
に
と
学
校
図
書
の
購
入
な
ど
に
使
わ
れ
、
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
六
月
に
は
環
境

美
化
作
業
、
そ
し
て
八
月
の
夏
祭
り
に
む
け
て
、
各
会
員
さ
ん
の
ご
協

力
の
も
と
、
打
ち
合
わ
せ
も
進
め
て
い
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
て
く

だ
さ
い
。 
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・薭
田
野
町
子
ど
も
育
成
連
絡
協
議
会

 
 

 
 

 

会
長 

小
西 

愛 

・亀
岡
市
消
防
団

薭
田
野
分
団

 
 

 
 

 
 

分
団
長 

木
崎 

貴
史 

・ひ
え
だ
の
町
財
産
区
管
理
会 

 
 
 

 
 

 

委
員
長 

成
田 

則
男 

・薭
田
野
老
人
ク
ラ
ブ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
長 

村
口 

素
髙 

・亀
岡
市
防
犯
推
進
連
絡
協
議
会 

薭
田
野
支
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

支
部
長 

長
谷
川 

富
男 

・亀
岡
市
交
通
安
全
協
会

薭
田
野
支
部

  

支
部
長 

 

中
島 

重
明 

・薭
田
野
町
体
育
振
興
会

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
長 

塩
尻 

知
己 

・薭
田
野
町
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

 
 

 
 

 

会
長 

齊
藤 

孝
雄 

・薭
田
野
小
学
校

 

Ｐ
Ｔ
Ａ 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
長 

上
島 

明
子 

・南
桑
中
学
校 

Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
委
員 

 
 
 

 
委
員
長 

村
上 

淳
子 

 

   
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 



平
成
二
五
年
度 

 

薭
田
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

【単
位
ク
ラ
ブ
役
員
紹
介
】 

【計
画
と
実
施
近
況
】 

 

薭
田
野
町
老
人
ク
ラ
ブ 

・交
流
・文
化
・娯
楽
の
会 

 

薭
田
野
小
学
校
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
と
、
年
六
回
の
ふ
れ
あ
い

学
級
を
も
ち
、
昔
の
暮
ら
し
や
遊
び
、
ま
た
戦
争
中
の
話
を
し
、
子
ど

も
か
ら
は
劇
や
唱
歌
、
ま
た
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
で
覚
え
た
古
典
や

名
詩
の
暗
唱
の
発
表
を
聞
く
な
ど
小
学
生
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
う
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。 

 

自
治
会
ク
ラ
ブ
の
カ
ラ
オ
ケ
（
第
三
金
曜
）、
囲
碁
（
第
一
、
三
水
曜
）、

書
道
（
第
三
水
曜
）、
絵
手
紙
（
第
二
火
曜
）と
各
サ
ー
ク
ル
に
入
り
、

文
化
と
娯
楽
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

・研
修
旅
行 

 

亀
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
一
日
バ
ス
旅
行 

 

▽
日
程 

六
月
二
一
日
（
金
） 

▽
行
先 

若
狭
の
旅
・海
の
幸
と

国
指
定
明
善
庭
園
と
阿
弥
陀
如
来
坐
象
の
萬
徳
寺 

 

上
・下
佐
伯
伯
寿
会 

・公
民
館
の
清
掃 

 

毎
月
最
終
金
曜
日
、
朝
八
時
か
ら
上
下
伯
寿
会
員
三
名
ず
つ
が

交
代
で
公
民
館
内
と
敷
地
の
清
掃
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

年
一
回
九
月
に
全
会
員
が
公
民
館
と
神
社
の
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。 

・町
高
齢
者
サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加 

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
習
字
、
絵
手
紙
、
カ
ラ
オ
ケ
、
囲
碁

サ
ー
ク
ル
に
毎
週
参
加
し
、
仲
間
と
と
も
に
学
習
を
積
み
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
は
、
市
趣
味
の
作
品
展
や
月
読
橋
ゴ
ル

フ
大
会
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
励
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 
天
川
老
人
ク
ラ
ブ 

 

五
月
二
十
八
日 

能
勢
温
泉
へ
例
年
の
研
修
旅
行
を
し
ま
し
た
。 

 

太
田
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会 

 

定
期
的
に
区
内
の
缶
拾
い
を
し
て
い
ま
す
。 

 

鹿
谷
老
人
ク
ラ
ブ
寿
鹿
会 
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・
毎
月
第
一
金
曜
日
に
写
経
の
会
、
隔
月
交
流
会
を
も

ち
、
去
る
五
月
二
五
日
（
土
）
に
は
湯
の
花
温
泉
「
烟
河
」

で
親
睦
交
流
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

・
毎
水
曜
日
午
後
三
時
、
薭
田
野
町
運
動
の
一
環
で
、

当
番
を
決
め
、
小
学
生
を
出
迎
え
交
通
安
全
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
 

 

奥
条
老
人
ク
ラ
ブ 

 

亀
岡
市
出
前
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
「高
齢
者
の
た
め
の
福

祉
」の
一
環
と
し
て
『健
康
づ
く
り
と
食
事
に
つ
い
て
の
話
』を
四
月

十
日
に
聞
き
、
体
操
や
筋
力
テ
ス
ト
な
ど
楽
し
く
有
意
義
に
過
ご

し
ま
し
た
。 

夏
草
や 

茂
木
の
下
の 

草
深
み 

 
 
 

 
 

 

虚
子 

 

歌
の
鑑
賞
を
し
て
い
ま
す
。 

会
員
の
短
歌 

 
 

山
清
く
鹿
の
啼
く
な
る
こ
の
里
に 

 
 

 
 

 
 

住
み
来
し
人
の
た
つ
き
尊
く 

 
 
 

竹
岡 

和
朱
子 

 

平
成
二
五
年
度 

 
 
 

地
区
社
協
事
業
計
画 

 

▽
平
成
二
五
年
十
月
二
十
日
（
日
）  

 
 

 

亀
岡
市
福
祉
の
つ
ど
い 

 

▽
平
成
二
五
年
十
二
月
八
日
（
日
）  

 
 

 
 

寄
せ
植
え
講
習
会 

 

▽
平
成
二
五
年
十
二
月
二
三
日
（
月.

祝
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

薭
田
野
町
も
ち
つ
き
大
会 

 

▽
平
成
二
五
年
十
二
月
二
三
日
以
降 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

民
生
委
員
に
よ
る
友
愛
活
動
訪
問 

芦
ノ
山
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

奥
条
老
人
ク
ラ
ブ

柿
花
　
柿
楽
会

鹿
谷
老
人
ク
ラ
ブ
寿
鹿
会

太
田
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

天
川
老
人
ク
ラ
ブ

下
佐
伯
伯
寿
会

上
佐
伯
伯
寿
会

片
山
　
ひ
ろ
子

森
　
隆
雄

稲
荷
　
豊

村
口
　
素
髙

藤
原
　
武
夫

原
野
　
昌
平

大
石
　
康
一
郎

出
畑
　
忠
一

会
長

田
中
　
良
和

西
山
　
巽

荒
木
　
浩

中
川
　
作
夫

大
石
　
輝
雄

西
村
　
正
夫

副
会
長

西
村
　
和
代

稲
荷
　
政
子

竹
岡
　
美
恵
子

松
井
　
喜
代
子

浪
川
　
嘉
代
子

栗
林
　
幸
子

女
性
部
長

前
田
　
し
げ
の

（
会
長
代
行

）
　
伊
藤
　
繁
治
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水
の
事
故
か
ら
 

 
 
子
ど
も
達
を
守
ろ
う
 

 

毎

年

全

国

の

海

や

川

で

の

水
 

の

事

故

に

よ

り

子

ど

も

達

が

犠

牲

に

な

っ

て

い

ま

す
。

亀

岡

市

で

も

過

去

に

痛

ま

し

い

事

故

が

発

生

し

ま

し

た
。

急

激

な

水

か

さ

の

増

加

に

よ

り
、

普

段

穏

や

か

な

川

で

も

た

ち

ま

ち

危

険

な

川

へ

変

貌

す

る

こ

と

が

あ

り

大

変
危
険
で
す
。
 

 

梅

雨

入

り

し

本

格

的

な

出

水

期
を
む
か
え
ま
し
た
。
 

 

集

中

豪

雨

な

ど

に

よ

る

水

の

災

害

に

は

十

分

に

注

意

を

し

ま

し
ょ
う
。
 

 
川
で
の
事
故
を
 

 
 
 
防
ぐ
た
め
に
 

 

川

で

の

事

故

を

防

ぐ

た

め

に
、

子

ど

も

が

遊

ぶ

際

に

は
、

必

ず

大
人
が
付
き
添
い
ま
し
ょ
う
。
 

 

避

難

路

を

必

ず

確

認

し

て

お

き
ま
し
ょ
う
。
 

消防団では、来年度の「第35回亀岡市消防操法大会」に向け4月より6月下旬まで訓練を行いま
す。水出し操法であり、実際にポンプを始動し放水を行います。 つきましては、訓練中のポンプ
のエンジン音などで小学校近隣の皆様方には特に多大なる 
ご迷惑をお掛けする事となりますが、消防団活動としてご理解、 
御協力を頂ける様、宜しくお願い致します。 

此度、薭田野分団は９月２９日（日）に亀岡市長表彰（表彰旗、二順目まとい）の調査を受けさせていただく運
びとなりました。団員の士気を高め、地域と一体となった防災体制を構築するため、自治会及び自主防災会、
町民の皆様方と連携し訓練を進めて参ります。ご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

亀岡市消防団 薭田野分団 

編
集
委
員
長 

石
田 

武
夫
自
治
会
長 

編
集
委
員 

大
石
慶
明
（自
治
会
）・美
馬
俊
男
（
自
治
会
）
・中
島
重
明
（交
対
協
） 

長
谷
川
富
男
（防
犯
推
進
）・木
崎
貴
史
（消
防
分
団
）
・村
口
素
髙 

（老
人
ク
ラ
ブ
）・藤
野
照
雄
（民
生
児
童
委
員
）・
齊
藤
孝
雄
（
地
区 

社
協
）・吉
田
惠
子
（青
少
協
）・
塩
尻
知
己
（
体
振
会
）
・小
西 

愛 

（子
ど
も
会
）・藤
本
泉
泰
（
亀
岡
市
コ
ミ
ニ
テ
ィ
推
進
員
）
・高
木
麻
希 

（亀
岡
市
コ
ミ
ニ
テ
ィ
推
進
員
） 

 薭
田
野
町
内
に
事
業
所
等
が
所
在
す
る
企
業
の
皆
様
へ
「
タ
ウ
ン
タ
イ
ム

ス
」
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
致
し
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。 

お
申
込
み
、
問
合
せ
は
自
治
会
ま
で 

 
 

 
 

 
 

☎
〇
七
七
一―

二
二―

三
八
四
〇 
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